
定 例 記 者 会 見 
日時 8 月 22 日（木）15 時から 

場所 市役所 3 階庁議室      

1 開  会 

 

2 配布資料の確認 

 

3 市長挨拶 

 

4 記者発表（市長） 

① 韮崎市幼児教育・保育無償化の実施について 

② 韮崎市制施行 65 周年記念講演会について 

③ 韮崎市制施行 65 周年記念事業 

韮崎大村美術館企画展「いのち～絵画と原始造形の美～」について 

④ 昭和 34 年災害（台風 7 号・伊勢湾台風）被災 60 周年祈念碑除幕式について 

⑤ 令和元年度韮崎市総合防災訓練について 

⑥ 武田の里ウォーク・穂坂ぶどう郷コース 

～にらさき富嶽三十六景とパワースポット巡り～について 

⑦ 韮崎市議会議員一般選挙の投票率向上に向けた取り組みについて 

⑧ 第 33 回韮崎市「福祉の日」記念まつりについて 

 

5 質疑応答 

 

6 令和元年第 3 回韮崎市議会定例会案件について（総務課長・総合政策課長） 

 

7 質疑応答 

 

8 そ の 他 

 

9 閉  会 



韮崎市幼児教育・保育無償化の実施について 

■概 要

令和元年 10 月 1 日より、社会保

障の充実・少子化対策として幼児教

育・保育の無償化が実施されます。 

具体的には、すべての３歳児から5

歳児の保育料が無償となります。た

だし、保育料に含まれていた給食費

につきましては、無償化の対象から

除かれ、新たに保護者の負担となり

ます。併せて、低所得者に配慮し、0

歳児から 2 歳児の住民税非課税世帯

に限定し、保育料を無償とします。 

 本市では、以前より「子育てにやさしいまち韮崎」を目指し、様々な取り組みを行

ってまいりました。今回の国の施策に加え、新たに独自の支援策を創設し、子育て世

代の負担軽減を図るとともに、引き続き質の高い子育て環境の充実のための取り組み

を進めてまいります。 

■韮崎市独自の支援策

１.多子軽減基準を継続します

本市では、以前より保育園及び認定子ども園の多子世帯への軽減を、国の基準

の未就学児から大幅に拡大し、小学校 3 年生までのきょうだいを対象として、保

育料の保護者負担軽減を目的とした独自施策を他市に先駆けて実施しています。

今後もこの基準を継続し、新たに生じる給食費等に対しても負担軽減を図ります。

多子軽減対象者 【国基準】129 名    【本市】227 名 

２.多子世帯の保育料及び給食費を無償にします

多子世帯の保育園、認定こども園等でかかる保育料及び給食費について、本市

の子どもに対して無償とします。

 なお、幼稚園についても、今回新たに給食費を補助し、保育園や認定こども園

等と隔てなく対応してまいります。 

保育園、認定こども園等の給食無償対象者（市独自分）123 名 

幼稚園給食費無償対象者（市独自分）104 名 

■問い合わせ 福祉課 子育て支援担当 ☎ 0551-22-1111（内線 173）

【参考】 

保育園・認定こども園等の園児の数 606 名 

  幼稚園の園児の数         184 名   計 790 名 

韮崎市の給食費（おかず、おやつ代） 4,500 円（公定価格と同額） 

※幼稚園の補助については、4,500 円を上限とする。
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韮崎市では２人目から無料となります！！

10 月 1 日より幼児教育・保育無償化が始まります。 

韮崎市では、国の制度をさらに拡大し、幼稚園や保育園に通っている第２子においても、

保育料・給食費を無料とします！ 

※ただし、第２子であっても、認可外保育所等の施設は対象外となります。

※給食費（おかず・おやつ）が無料となる上限額は、4,500 円です。これを超えた場合は、実費負担となります。 

 韮崎市では、小学校３年生までのお兄さんやお姉さんがいるお子さんのことを指します。

上のきょうだいが保育園や幼稚園に通っていなくても第２子となります。ただし、小学校

４年生以上のお子さんは第１子と数えません。 

他市町村や国の制度では、上のきょうだいが保育園や幼稚園に通園していなければ、第

２子となりません。 

（例） 長男：小学校３年生、次男：保育園５歳児、長女：保育園 0 歳児 

≪韮崎市では・・・≫ 

小学校３年生までのきょうだいのうち年齢が高い順にカウントします。 

長男：小学校３年生 次男：保育園５歳児  長女：保育園 0 歳児 

第 1 子   第 2 子  第３子 

     保育料無料！   保育料無料！ 

給食費無料！ 

≪他市町村では・・・≫ 

保育園（幼稚園）に通うきょうだいのうち年齢が高い順にカウントします。 

長男：小学校３年生 次男：保育園５歳児 長女：保育園 0 歳児 

カウントに含めない 第 1 子 第 2 子 

   保育料無料  保育料 25,000 円程度 

給食費 4,500 円 

※韮崎市では、毎月約１00 万円を本事業に活用し、子育て支援の充実を図ります。

※所得により異なります

ポイント！！ ≪第２子（２人目）とは・・・❓≫

（給食費を含む） 
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講師プロフィール 

１９７４年２月２７日生まれ（４５歳）。 
３歳からスケートを始める。 
１９９３年、１８歳でワールドカップに初出

場・初優勝という快挙を成し遂げ、世界のトップ
スケーターとして注目を受けた。
以来、長年にわたり世界のスピードスケート短

距離界の第一人者として活躍。 
幼少のころより気管支喘息を患っているが、喘

息と向き合いながらトップアスリートとして活躍
し、五輪出場、金メダル獲得まで果たした。 
長野オリンピック５００メートル・金メダル、

１０００メートル・銅メダル、ソルトレークオリ
ンピック・銀メダルを獲得した活躍は、日本中に
興奮と感動を与えた。
２０１０年３月をもって現役を引退。 
引退後は喘息の啓蒙活動、講演会・イベントへ

の出演、執筆活動等、文化人として幅広く活躍中。 
また、２０１３年７月に北海道札幌市に治療院

を開院、２０１４年１１月にはリハビリ型デイサ
ービス、リハビリ型訪問看護施設も開院。 
スポーツ選手のセカンドキャリアとしての活動

にも積極的に取り組んでいる。 

東京オリンピック・パラリンピックの開催

を控え、長野オリンピック・スピードスケー

ト金メダリストの清水宏保氏をお招きして市

制施行６５周年記念講演会を開催します。 

夢をあきらめずに、世界の頂点に立った清

水氏の貴重な体験談等を聴講していただき、

市民の皆さまの夢や希望が膨らむ機会となる

ことを期待しています。 

なお、当日は午前９時より、韮崎市制施行

６５周年記念式典を開催し、市政に功績のあ

った方々の表彰等を行いますので、併せてご

来場ください。 

韮崎市役所 秘書人事課 秘書担当 

☎ 0551-22-1111（内線 323・324）
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韮崎市制施行 65 周年記念事業 

韮崎大村美術館企画展「いのち～絵画と原始造形の美～」について 

■概 要

2018 年 5 月、韮崎市を含む八ヶ岳を中心

とした中部高地の縄文文化が「日本遺産」とし

て認定されました。構成資産の一つである韮崎

市の縄文遺跡から発見された土器・土偶には、

縄文人の命に対する純粋かつ力強い物語性が

含まれていると考えられています。とりわけ縄

文土器は、煮炊きや食料を保存するための器と

して作られましたが、器面や口縁部には抽象的

な紋様や、動物を模したと思われる突起など過

剰な装飾が加えられており、実用的とは言い難

い形状をしています。そこに、道具としての利便性を捨ててまで、縄文人たちが表現

したい何か、大切な世界観のようなものがあったことが見受けられます。 

表現したいという欲望に力を注ぐという観点からみれば、現代の芸術作品もまた、

作家が表したいストーリーや想いが強く込められている創造物といえます。 

日本遺産認定を記念し、本展は、縄文土器や土偶に潜む「命」というキーワードを

軸に、近現代美術と縄文土器、土偶とを組み合わせて展示するという新しい試みです。

時代を超えて紡がれてきた「命」へのメッセージを感じていただき、改めてそれぞれ

が持つ世界観の魅力に触れていただければ幸いです。 

■内容

「いのち～絵画と原始造形の美～」

○会    期 9 月 1 日（日）～12 月 1 日（日） 

○開館時間 10 月まで：10 時～18 時

11 月より：10 時～17 時 

（いずれも入館は閉館の 30 分前まで） 

※初日（9 月 1 日）は、13 時より開館

○休 館 日 毎週水曜日

○入 館 料 一般 500 円（420 円）、小中高校生 200 円（160 円）

・韮崎市内に在住・在学の小中高校生は無料

・（）内は 20 名以上の団体料金 

・障害者手帳をご持参の方はご本人と介護の方が 1 名無料

○主    催 韮崎市、韮崎市教育委員会、韮崎大村美術館 
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■オープニングセレモニー

○日 時 9 月 1 日（日）11 時～

○会 場 韮崎大村美術館 2 階展望室

○出席者 内藤 久夫（韮崎市長）、大村 智（韮崎大村美術館館長）、

小林 達雄（※注）（國學院大学名誉教授） 他 50 名程度を予定 

※テープカットの後、1 階展示室内にて内覧者向けギャラリートークを行います。 

■記念ギャラリートーク

一般の来館者向けのギャラリートークを行います。

○日 時 9 月 1 日（日）13 時 30 分～

○会 場 韮崎大村美術館 1 階企画展示室

○講 師 小林 達雄（國學院大学名誉教授）

○参加費 無料（要入館料）・予約不要

■関連イベント

「ナイトミュージアム」

○日 時 9 月 21 日（土）18 時～21 時

○内 容

美術館に行きたいけど仕事が忙しく休みが取れない、日常の慌ただしさにな 

かなか行くことが出来ない、そんな人達も楽しめる週末夜の美術館「ナイトミ

ュージアム」を開催します。 

当日は、ナイトミュージアムツアーの他、温泉・美術館共用駐車地でのナイ

トカフェや美術館前広場での星空観察会なども行います。

■問い合わせ

韮崎大村美術館   ☎0551-23-7775

教育課 文化財担当 ☎0551-22-1111（内線 269）

（※注）

小林達雄名誉教授は縄文土器や土偶等の研究を先端で牽引してきた研究者と

して知られる。モノ自体の研究のみならず、縄文人の生活や思考、観念、美等に

ついても幅広く研究を行っており、「縄文は現在そして未来への指標」との視点か

ら数多くの一般書を執筆している。また、「岡本太郎と縄文の素顔」等の研究著書

もあり、縄文と現代美術についても造詣が深い。近年は、縄文文化の世界への発

信に尽力されるとともに、考古学の分野のみならず、異なる分野の専門家と協力

して縄文文化の発信を行っている。 
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昭和 34 年災害（台風 7 号・伊勢湾台風） 

被災 60 周年祈念碑除幕式について 

 近年、全国各地で自然災害による甚大な被害が発生しています。本市においても、昭和 34

年に台風 7 号及び伊勢湾台風の襲来を受け、釜無川の氾濫により大きな被害を受けました。 

本年は被害をもたらした年から数え、60 年の節目を迎えることから、被災地でもある市役

所庁舎前庭に祈念碑を建立し、犠牲となられた方々に哀悼の意を表するとともに、被災や災

害を風化させることなく、過去の災害を教訓として、自らの身を守ることの大切さを後世に

伝えるため、祈念碑除幕式を行います。 

■開催日時 令和元年９月 21 日（土）10 時 30 分～ ※雨天決行 

■会  場 市役所前庭：２階駐車場スロープ前 

■内  容（進行） 

10：00 受付 

10：30 式 典：市長あいさつ 

除幕 

慰霊祭：読経 

 献花 

11：00 被災語り部による講話 

語り部：眞壁 靜夫氏（円野町在住） 会場：市役所 4 階 大会議室 

■参 列 者 市長・副市長・市議会議員・地区長連合会長・代表地区長・韮崎地区長（24

名）・消防団正副団長・その他関係者 

■問い合わせ 総務課 危機管理担当 ☎0551-22-1111（内線 339・399）
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令和元年度韮崎市総合防災訓練について 

○総合防災訓練

本年は、本市に多大は被害をもたらした昭和３４年災害から６０年の節目を迎えます。この年

の伊勢湾台風を契機として制定された災害対策基本法に「防災訓練」の実施が定められており、

防災関係機関の災害発生時の応急対策に関する検証・確認と、市民の防災意識の高揚、地域の減

災力向上のため総合防災訓練を実施する。 

■日  時 9 月 1 日（日）午前８時から（雨天決行 ※気象警報の発令等を除く） 

※要配慮者の指定福祉避難所搬送訓練は午前７時から実施

■場  所 市役所及び市内全域の自主防災組織・自治会並びに参加機関が指定する会場 

■訓練想定

①午前７時

 大型台風の接近により、市の災害警戒本部では市内全域に避難準備情報を発令し、各自主

防災組織に呼び掛け、要支援者を指定福祉避難所へ搬送する。 

②午前８時

 令和元年９月１日午前８時、峡北地域において直下地震が発生。韮崎市では全域で震度６

強の揺れを観測した。これにより市内各地で建物の倒壊と火災が発生、降雨による土砂災害

の危険や、地震に伴う亀裂から堤防の決壊により浸水被害が発生した。この状況を受け、市

では災害対策本部を設置し、市民の避難誘導、救出救助及び消火活動、避難所及び救護所の

開設、避難者の身の安全の確保や、けが人への救護活動を行う。 

■訓練概要

（1）家庭の減災チャレンジ

平成 27 年度の防災訓練から、参加者一人ひとりが、各家庭、各地区で取り組む「共通訓練

項目（減災チャレンジ）」の実施を呼びかけています。 

①自分の飲み水（500ml のペットボトル）を持って避難

②漏電ブレーカーの作動確認（テストボタンのチェック）

（2）要配慮者を搬送する率先避難訓練

指定福祉避難所である「穴山デイサービスセンター」、「大草デイサービスセンター」、「韮崎

市老人福祉センター」の 3 か所で、地区の要配慮者を搬送する率先避難訓練を実施します。 

（3）Twitter（ツイッター）による被災情報収集報告訓練

災害発生時に、市内の被災状況を災害対策本部がいち早く把握し、被害の拡大や２次災害の

防止を目的に平成 28 年度から継続的に実施。ツイートにハッシュタグ（＃韮崎市災害）を記

載して、市役所職員・消防団員・市民の皆様が情報発信する訓練を実施します。 

（4）ドローン空撮映像中継訓練

学校法人日本航空学園との災害協定に基き、甘利沢上流域で土砂崩れによる天然ダム発生を

想定した空撮映像中継訓練を実施します。 
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（５）防災アプリ等を使った職員参集訓練 ※NEW

 本年度導入した防災アプリやメールを活用し、災害発生時の職員参集状況の登録・集計を行

う訓練を実施します。 

（６）浸水被害の垂直避難者の救出訓練 ※NEW

 地震に伴う亀裂で堤防が決壊したことによる浸水被害を想定し、建物に垂直避難した住民等

を韮崎消防署の梯子車により救助する訓練を実施します。 

○特定地区総合防災訓練

 平成 25 年度から、指定避難所となる学校施設を訓練会場として指定し、その施設を利用する

住民と、施設管理者の合同訓練を実施しています。また、過去に当該訓練を実施した指定避難所

及び避難対象地区で、復習訓練としてフォローアップ訓練を実施し、学校施設の利用方法を改め

て検証し、適切な利用ができるよう関係者が一堂に会して協議します。 

■日  時 9 月 1 日（日）午前 8 時から（雨天決行 ※気象警報の発令等を除く） 

■場  所 韮崎東中学校、韮崎小学校（フォローアップ訓練） 

■対象地区 韮崎東中学校：南下條、相垈、蔵の前、サンコーポラス藤井、県営韮崎穂坂団地

韮崎小学校：五丁目、下宿、中宿、二丁目、旭町、天神町、日の出町、富士見 1 丁目、 

富士見 2 丁目、富士見 3 丁目、高河原 

■訓練想定

  令和元年９月１日午前８時に直下地震が発生したことにより、建物の倒壊や火災など、市内

に甚大な被害が発生し、周辺住民の安全確保のため韮崎小学校・韮崎東中学校を中心に市民が

集まり、避難所を自主開設している。 

■訓練内容

（1）要配慮者及び避難行動要支援者の優先避難訓練（指定福祉避難所への搬送訓練）

（2）要配慮者及び避難行動要支援者以外の避難訓練

（一時避難場所→指定避難場所→指定避難所への避難訓練）

（3）避難所における開設機能訓練

（4）防災対策・減災対策に関する研修

①減災ネットやまなしによる防災・減災研修

②東京電力による分電盤・ブレーカー等災害時の家庭の電気設備に関する研修

※NEW（※韮崎東中学校のみ実施）

（5）避難所施設の利用に関する関係者の合意形成 ※韮崎東中学校のみ実施

○訓練参加機関

学校法人日本航空学園、山梨県トラック協会、国立市、ＮＰＯ法人減災ネットやまなし、 

東京電力パワーグリッド㈱、韮崎消防署 

○問い合わせ 総務課 危機管理担当 ☎0551-22-1111（内線 339・399）
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韮崎市議会議員一般選挙の投票率向上に向けた取り組みについて 

韮崎市議会議員一般選挙が 9 月 29 日に執行される予定です。 

過日執行された第 25 回参議院議員通常選挙において、投票日に仕事や用務により、投票所に

行けない方に、少しでも投票しやすい環境を提供するとともに、投票率の向上を図るため、期日

前投票期間に韮崎市民交流センターニコリに期日前投票所を開設いたしました。 

当日は 134 名の方が利用され、利用者からも「いつもニコリを利用しているので、ここでで

きることはありがたい。」などのご意見をいただき、一定の効果があったものと考えます。 

そこで、韮崎市議会議員一般選挙におきましても、市民交流センターニコリで次のとおり期日

前投票所を開設します。 

■設置日時 9 月 28 日（土）9 時 30 分～18 時

■設置場所 韮崎市民交流センターニコリ １階 会議室５

  （韮崎市若宮一丁目 2 番 50 号） 

■実施主体 韮崎市 韮崎市選挙管理委員会 韮崎市明るい選挙推進協議会

■協  力 ㈱まあめいく 

■問い合わせ 韮崎市選挙管理委員会（総務課総務担当内）☎0551-22-1111（内線 333）

《参考》 

○韮崎市議会議員一般選挙主要日程

告 示 日：令和元年 9 月 22 日（日）

投票日時：令和元年 9 月 29 日（日）7 時～20 時

投 票 所：市内 22 箇所

韮崎市民交流センターニコリ以外の期日前投票について

期 間：令和元年 9 月 23 日（月・祝）～28 日（土） 

期日前投票所：韮崎市役所 1 階 防災会議室 

期日前投票時間：8 時 30 分～20 時 

○韮崎市選挙人名簿登録者数 25,120 名

（R 元.７.３現在：第 25 回参議院議員通常選挙時登録時点）

○過去の選挙の投票率及び期日前投票率

R 元.7.21 執行 参議院議員通常選挙 投票率：53.89％ 期日前投票率：33.19％

H31.4.7 執行 山梨県議会議員一般選挙 投票率：50.55% 期日前投票率：25.38%

H30.1.27 執行 山梨県知事選挙 投票率：58.91% 期日前投票率：30.75%

H29.10.22 執行 衆議院議員総選挙 投票率：62.28% 期日前投票率：34.86%

H28.7.10 執行 参議院議員通常選挙 投票率：60.45% 期日前投票率：26.58%
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        「福祉の日」記念まつりは、福祉のまちづくり推進の一環として開催し、私たち市民一

人ひとりが持つ、生まれ育ったふるさとを思う心、近隣他者を思いやる心をその基礎と

して、国体で育んだふれあいの輪を更に「福祉の輪」へと広げ、市民こぞって福祉活動を

実践しながら、共に次代に誇り得る、より一層の心豊かな地域づくりを目指すものです。 

         10 月 19 日（土） 9 時～13 時 ※ 雨天中止

         韮崎中央公園陸上競技場 

時間 内容 

9:00～9:30 開会式 

9:30～10:00 韮崎工業高校太鼓部演奏 

10:00～10:30 ラジオ体操 

10:30～11:15 運動会 等 

11:15～12:45 各種団体による発表 

12:45～13:00 健康体操、閉会式 

 現在問題となっている貧困対策として「食料支援」を行っています。市民の皆さまから食料品を提供し

ていただき必要とする世帯に配布します。 

・組回覧で食料品の提供を呼びかけています。

・食料品は、10 月11 日（金）までに各地区の指定場所に届けてください。

・提供していただいた食料品は、市社会福祉協議会及び市福祉事務所を通じて配布を行います。

〔昨年度実績〕 

米 2,337 ㎏、缶詰・カップ麺ほか2,755 品を54 世帯の方に提供しました。

無料のとん汁、麦茶を配付します。 

パトカーや消防車両の展示、各種団体・企業による活動紹介やミニイベントを開催します。 

福祉課 社会福祉担当 ☎0551-22-1111（内線181）   

第 3３回 韮崎市「福祉の日」記念まつり 

～やさしさが あなたの心をあたためる～ 

県内外で活躍をしている韮崎工業高校

太鼓部の皆さまによる太鼓の披露があ

り、体験も可能です。 

気軽にできる体操ですが、実は奥が深

いラジオ体操を、全国ラジオ体操連盟

の講師と一緒に行います！！ 

趣 旨 

日 時 

場 所 

日程（予定） 

食料支援 

模擬店 

その他 

問い合わせ 
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